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全長：171フィート（52.1m） 速力：13ノット（水上） 乗組員：29

排水量：397トン 航続距離：1,700nm 合計建造数：1
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　U-14は、他のオーストリア軍Uボートと比較して武装が貧弱だった。哨
戒の直前に、艦長はオーバーホールを申請できる。これを行うためには、
1d6：１－４（拒否される）、５－６（許可される）。いったん許可されたら、U
ボートが整備のために活動できない月数を調べるため1d6を振る。次い
で、その型式の砲が搭載されたか調べるために1d6を振る。：
１－２（3.7cm-どちらかといえば役に立たない砲が認められる。３－５
（8.8cm）、６（10.5cm）。いったんオーバーホールが行われたら、艦長はも
はやオーバーホールを申請できない。

　上記のオーバーホール前に、このUボートは機関問題を被る。各遭遇の
開始時、機械的問題についてチェックするため、以下の表で1d6を振
る。：　　　　　　　１－２　機械的故障。戦闘不能。次の哨戒ボックスへ進
む。　　　　　　　　　　　　　３－６　全て順調。通常に進む。

　U-14は、特異な外装魚雷発射管を有した。これらは照準が困難で、そ
の魚雷は調定された針路から最大10度逸れた。結果的に、これらの発射
管から発射された魚雷は、近距離でのみ可能だった。
外装魚雷は、爆雷攻撃に脆弱だった。ボートが船体損傷を受けるときは
いつでも、外装魚雷の損傷について1d6を振る。：
１－２　（損傷なし）
３－５　（２本の外装魚雷が損傷（発射不可）。
６　（全４本の外装魚雷が損傷（発射不可）。
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